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セセスス 
 ＴＰＰ協定交渉においては，高い水準の自由化が目標とされているた

め，従来我が国が締結してきたＥＰＡにおいて，常に「除外」または

「再協議」の対応をしてきた農林水産品（コメ，小麦，砂糖，乳製品，

牛肉，豚肉，水産品等）を含む９４０品目について，関税撤廃を求め

られる。 

 米豪・米韓ＦＴＡのように医薬品分野に関する規定が置かれる可能性

はある。 

原原産産地地規規則則  ＴＰＰ協定において，我が国特有の品目別規則と異なり，農林水産品

で輸入原材料を用いた場合も原産品と認めるルールとなる場合，ＴＰ

Ｐ参加国以外の国からの輸入原材料を使用した産品が輸入される可

能性がある。 

 原産性の証明制度については，我が国が採用していない完全自己証明

制度（全ての輸出者等が原産地証明を行うことを認める制度）などが

採用される場合には，企業を始め全ての輸出者等が自主的に原産性の

確認を行う体制づくりが必要となるとともに，本来ならば原産資格を

有しない産品が，協定に基づく有利な条件で輸入されることを防ぐ観

点から，適切な運用の確保を検討することが必要。 

貿貿易易円円滑滑化化  特になし 

ＳＳＰＰＳＳ（（衛衛生生植植

物物検検疫疫）） 
 ＷＴＯ・ＳＰＳ協定上の権利義務の変更が求められるおそれがある。

例えば，「措置の同等」と「地域主義【注】」について，ルールが一律

に適用されるおそれがあるが，ＷＴＯ・ＳＰＳ協定に従って，個別案

件毎に科学的根拠に基づいて慎重に検討することが難しくなる。 

【注】地域主義 

病害虫発生国であっても，清浄地域（病害虫の発生していない地域）

において生産されたものであればその輸入を認める概念。 

 ＳＰＳ措置について国際基準との調和を一般的に義務付ける規定が盛

り込まれるような場合には，ＷＴＯ・ＳＰＳ協定上の各国の権利の行

使が制約を受けるおそれがある。 

（例えばＷＴＯ・ＳＰＳ協定において，科学的に正当な理由がある場

合は国際基準に基づく措置によって達成される検疫上の保護水準より
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●ＴＰＰ協定交渉においては、高い水準の自

　由化が目標とされているため、従来我が国

　が締結してきたＥＰＡにおいて、常に「除

　外」または「再協議」の対応をしてきた農林

　水産品（コメ、小麦、砂糖、乳製品、牛肉、豚

　肉、水産品等）を含む９４０品目について、

　関税撤廃を求められる。

●米豪・米韓ＦＴＡのように医薬品分野に

　関する規定が置かれる可能性はある。
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